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レ シ ピ
お す す め
JA ふれあい食材

A

B

訂正とお詫び
JAぜんのうふくしま６月号『今月のイベント』記載に誤り
がありました。深くお詫び申し上げます。
誤：『米穀部』→正『畜産部』

今月のイベント

夏野菜たっぷり酢豚風

●材料は2人分が基準になっております。
●盛付例はイメージです。
※�材料の野菜がない場合は家庭にあるお好きな野菜をお
使い下さい。

7 月にお届けする材料を使用したレシピです

7月3日	 ＪＡライフクリエイト福島	 JAふれあい食材について
7月4日	 米穀部	 営農相談室
7月10日	 畜産部	 乳牛の夏期管理について
7月11日	 園芸部	 営農相談室（夏秋果実消費宣伝）
7月17日	 生産資材部	 土づくり資材について
7月24日	 園芸部	 種馬鈴薯・にんにく種子の予約
7月31日	 ＪＡライフクリエイト福島	 生活用品事業について

作り方

❶�玉ねぎ、赤ピーマン、なすは一口大の乱切りにする。いん
げんはすじを取り、長さ2～ 3つに切る。
❷�豚肉は塩・こしょうをふる。
❸ �Aの材料を混ぜ合わせ、②を入れてからまぜる。
❹�揚げ油を熱し、①の野菜を入れてサッと揚げ、油をきっておく。
❺�揚げ油を中温に熱し、③の豚肉を1枚ずつ加え、ゆっくり
上下を返しながら揚げ、油をきっておく。

❻ �Bの材料をなべに入れて火にかけ、煮立ったら④、⑤を入
れて炒め合わせ、水溶き片栗粉でとろみをつける。

・麓山高原豚肩小間肉�.....150g
・塩・こしょう�.................各少々
・玉ねぎ�.......................... 1/2個
・赤ピーマン�........................1個
・いんげん�..........................50g
・なす�...................................1本

　小麦粉�..........................大さじ 3
　水�....................大さじ 2と1/2
　砂糖・しょう油・酒�.........各大さじ1
　酢・トマトケチャップ�.......各大さじ2
　コンソメスープの素�.............小さじ 2
揚げ油・水溶き片栗粉�.......各適量

材　料

編
集
後
記

　情報サイト「ふくラボ！」とのコラボ企画第二弾、『野菜のグ
ラビア』が始まります。全農福島がお送りする『野菜』が主役
の写真コンテストです。
　この企画の準備のため、プロのカメラマンに農産物直売所愛
情館の野菜を撮影してもらいました。撮影場所は郡山市内のカ
フェ。人参・ピーマン・しいたけなど、朝から直売所に山積み
で並んでいた野菜たちが、まるでインテリア雑誌のようなお洒
落な姿に…！！
　光の当て方や構図で変わるそうですが、野菜の素材の良さも、
プロの手にかかるとより一層光るのだなと実感。SNSが流行し、
気軽に写真を投稿できる今、まずは写真を撮るところから、福
島が誇る美味しいお野菜に親しんでもらいたいものです。

7月7日 畜産部 第19回東京肉牛枝肉共励会
褒章授与式

7月12～14日 生産資材部 アグリフェアinふくしま2017

7月19日 園芸部 キュウリビズ大田市場PR

7月20日 消費地販売部 ふくしま会津牛枝肉共励会

7月20日 燃料部 クミアイプロパン営業コンテスト

7月22日 園芸部 県・JAグループ青果物トップセールス

7月22日 畜産部 平成29年度「福島牛」枝肉共励会

7月25日 畜産部 「福島牛」県南JA枝肉共励会

畜産部

生産資材部

　

こ
の
運
動
は
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農
薬
取
締
法
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農
水

省
所
管
）、
毒
物
劇
物
取
締
法
お
よ
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食
品
衛
生
法
（
厚
労
省
所
管
）
等
に
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と
づ
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て
、
農
薬
の
取
扱
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に
関
す
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し
い
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識
を
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く
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及
さ
せ
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こ
と

に
よ
り
、
農
薬
の
適
正
な
使
用
及
び
保

管
・
管
理
並
び
に
使
用
現
場
に
お
け
る

周
辺
へ
の
配
慮
を
推
進
し
、
農
薬
の
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適
正
な
取
扱
い
や
そ
れ
に
伴
う
事
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等

を
未
然
に
防
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す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
運
動
で
す
。

　

運
動
期
間
は
、
６
月
10
日
か
ら
９
月

10
日
ま
で
の
３
ヵ
月
間
で
、
本
県
で
は

次
の
３
つ
に
重
点
を
置
い
た
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
１
．
農
薬
の
適
正
使
用
の
徹
底

　
２
．�

航
空
防
除
の
安
全
確
認
の

徹
底

　
３
．�

農
薬
散
布
等
計
画
の
周
知

の
推
進

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
や

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
農
薬
危
害
防

止
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
生
産
者
個

人
に
対
し
て
も
法
令
順
守
が
求
め
ら

れ
、
そ
の
責
任
が
問
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
運

動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
安

全
・
安
心
な
農
産
物
を
生
産
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

乳
牛
の
暑
熱
対
策

　

気
温
が
上
昇
す
る
夏
の
期
間
は
、
乳

牛
に
と
っ
て
も
快
適
な
環
境
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
乳
牛
が
高
い
生
産
性
を
あ
げ

る
た
め
に
は
、
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。
次
の
暑
熱
対
策
の

ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
、
早
め
の
対
策
、

十
分
な
環
境
の
確
保
に
よ
り
今
年
の
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
! !

〈
飼
養
環
境
の
改
善：暑
熱
原
因
の
除
去・

軽
減
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①�

牛
舎
の
窓
や
戸
を
開
放
し
、
舎
内
換

気
を
良
く
す
る
。

②�

ス
ダ
レ
な
ど
を
利
用
し
て
、
舎
内
に

入
る
直
射
日
光
を
遮
る
。

③�

牛
舎
に
断
熱
資
材
を
施
し
た
り
、
屋

根
に
散
水
や
石
灰
を
塗
布
す
る
な
ど

牛
舎
か
ら
の
輻
射
熱
を
抑
え
る
。

④�
扇
風
機
、
ダ
ク
ト
フ
ァ
ン
を
利
用
し

て
牛
体
・
舎
内
の
温
度
、
湿
度
を
下

げ
る
。

　

※�

牛
が
汗
を
か
く
「
首
か
ら
肩
の
部

分
」
へ
風
を
あ
て
る
こ
と
が
効
果

的
で
す
！

⑤�

舎
内
通
路
は
常
に
乾
燥
さ
せ
、
牛
床

に
は
清
潔
な
敷
料
を
豊
富
に
敷
き
、

牛
の
安
楽
性
を
保
つ
。

〈
飲
水
と
飼
料
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

→
牛
乳
の
約
87
％
は
水
分
で
す
。
汗

や
排
泄
物
と
し
て
も
水
分
は
体
外
へ
排

出
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
十
分

な
水
分
補
給
が
な
い
と
乳
量
の
減
少
に

つ
な
が
り
、
ま
た
、
エ
サ
の
食
込
み
や
繁

殖
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

①�

た
っ
ぷ
り
給
水
～
泌
乳
量
が
多
い
ほ

ど
大
量
の
水
が
必
要
。

②�

水
槽
を
こ
ま
め
に
掃
除
し
て
清
潔
に

し
て
水
量
も
充
分
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。

平
成
29
年
度

農
薬
危
害
防
止
運
動
実
施
中

暑熱対策に
取り組みましょう

東北地方の長期予報
＜予想される向こう１か月の天候＞
　向こう1か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、
降水量等の確率は以下のとおりです。
　平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。
　向こう1か月の平均気温は、平年並または高い確率ともに40％です。
　週別の気温は、1週目は、平年並または高い確率ともに40％です。
2週目は、高い確率50％です。
＜気温、降水量、日照時間の各階級の確率（％）＞
6月24日～�7月23日
【気　　温】東北地方 20 40 40
【降 水 量】東北地方 30 40 30
【日照時間】東北地方 30 40 30

＜気温経過の各階級の確率（％）＞
6月24日～6月30日 20 40 40
7月1日～7月7日 20 30 50
7月8日～7月21日 30 40 30

�凡例：　　　低い（少ない）　　　平年並　　　高い（多い）
� （仙台管区気象台　発表）


